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『マハー バ スツ
』 「燃燈 佛事 記 」 試訳(一)

福 井 設 了

〔193〕 燃 燈 仏事記の初め。

大 目鍵連 よ! 今か ら無量無数劫の昔、 アルチマットとい う名の王が居た。

(王は)世 界を支配する転輪聖王で、前世に於て善行をなし、偉大な主と言わ
2 3

れ、七宝を所有し、四洲を統治し、(王 に)忠 誠な都市 と地方の民を有 し、倶
4

法有道の王(で あって)、 十善業道の戒を持 していた。王の七宝は即ち、輪宝
5 6

象宝、馬宝、摩尼宝、女宝、長者宝と臣宝とい・うこのような七宝であった。王

には、千人に満ちる息子たちが居 り、(彼 等は)勇 武で、勇敢で、最 も美 しい・
7

身肢相好を有し、敵軍を粉砕するものたもであった。王は大海 と山に囲まれた

この四大洲を完全に、かつ、安穏に統べ、刑を措いて用いず、兵刃を用いず、

抑圧せず、法によってこれら(四 洲)を 統治 していた。
8 9

〔194〕 さて、 大 目 腱 連 よ!ア ル チ マ ッ ト王 に は、 デ ィ ーパ ノミテ ィー と

言 う名 の王 都 が あ った。(そ の都 は)東 西 の長 さ、 十 ニ ヨ ー ジ ャ ナ、 南 北 の 幅

七 ヨー ジ ャナ で、 金 製 の、 ま た 金 で覆 われ た 七 つ の 塁 壁 で 囲 まれ て い・た。 か く

て、 ま た、 大 目腱 連 よ!デ ィー ババ テ ィー の王 都 は、 七 つ の 宝 物(即 ち)金、

10

銀、真珠、瑠璃、水晶、陣 こ、紅玉をもつ明色の美しい七列のしゅろの並樹に

囲まれていた。
11

金のしゅろ の 幹 に は、銀 の 葉(が つき)、 果実がな り、

銀のしゅろ の幹 に は、真珠の葉(が つき)、 果実がな り、

真珠のしゅろの幹には、瑠璃の葉(が つき)、 果実がな り、

瑠璃のしゅろの幹には、水晶の葉(が つき)、 果実がな り、

水晶のしゅろの幹には、碑 この葉(が つき)、 果実がな り、

陣このしゅろの幹には、紅玉の葉(が つき)、 果実がなり、

紅玉のしゅろの幹には、真珠の葉(が つき)、 果実がなっていた。

か くて、又、大 目腱連 よ! これ らのしゅろの樹に風が吹 き、微風がそよぐ
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とき、音が出て美 しく、楽 しく、快 く、心をひきつけるもので、耳に逆 らわず

聞いて心地 よいものであった。そのさまは、あたかも巧妙な演奏者 に よ っ て

(奏で られる)五 種の楽器がまさしく、絶妙な調べの音色を出している (さま

にも似て)美 しく、楽 しく、快 く、心をひきつけるもので、耳に逆 らわず、 聞
12

いて心地 よいものであった。 まさに、このように、 これらのしゅろの樹に風が

吹き、微風がそよくとき、おお、大 目腱連 よ!か の時期、あの時に、 ディー
13

ババティーの王都では、人び とはかのしゅろの葉の音色に酔わんことを希い、
14

五感の快適な楽しみに満ちており、整ってお り、(人 びとは)遊 び、戯れ、そ

ぞろ歩きを楽しんでいた。 さて、 また、大 目腱連よ!デ ィーババティーの王
15

都は、七宝、即ち、金、銀、真珠、瑠璃、水晶、碑こ、紅玉の明色の美しい七
15

つの欄干に囲まれていた。
15 15 15 15

(欄干の)支 柱が金のところは、横木 〔195〕横 桟、基 礎は銀製であった。

(欄秤の)支 柱が銀製のところは、横木、横淺、基礎は真珠造 りであった

(欄秤の支柱が)真 珠造 りのところは、(横 木、横淺、基礎は)瑠 璃 造 り

(であった。)

(欄秤の支柱が)瑠 璃造 りのところは、(横 木、横淺、基礎は)水晶造 り(で

あった。)

(欄秤の支柱が)水 晶造 りのところは、(横 木、横淺、基礎は)陣 こ造 り

(であった。)

(欄杵の支柱が)碑 こ造 りのところは、(横 木、横桟、基礎は)紅 玉 造 り

(であった。)

(欄秤の)支 柱が紅玉造 りのところは、横木、横淺、基礎は金製であった
15

か くて、 また、大 目健連 よ!こ れ らの欄秤は二つの金網でおお わ れ て い

た。一り は金製、 もう一つは銀製の(で あった)。 金の金網には銀 製 の 鈴 が

(ついて)あ った。銀製の金網には金製の鈴が(つ いて)あ った。そして、 ま

た、 ディーババティーの王都には、四面に(そ れぞれ)三 つの門があ り、明色

の美しい門で、七宝(即 ち)金、 銀、真珠、瑠璃、水晶、碑 こ、紅玉で造 られ

ていた。

15

さて、また、大 目腱連 よ!か の諸門には二種の奥行一ひろの出しかけがあ
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った。一つは金製、他は銀製であった。(か の諸門には)二 種の標があった。
15

一つは金製、他は銀製であった。(か の諸門には)二 種の望楼があった。一つ

15

は金製、他は銀製であった。(か の諸門には)二 種の閂がついた厚 板 が あ っ

た。一つは金製、他に銀製であった。(か の諸門には)板 が張られてあった。

一つは金製、他は銀製であった。(か の諸門には)金、 銀、 真珠、瑠璃製の四

15

種の飾 りがあった。
15

か くて、また、大 目腱連 よ. /(か の諸)門 には、二種の敷居があった。一

つは金製、他は銀製であった。 また、大目腱連 よ!門 前には、金、銀、真珠、

瑠璃製の四種の門柱があった。(ま た)金 製、銀製の二種の扉があった。(ま

た)金 製、銀製の二種の閂の鎖があった。

16

〔196〕さて、大 目腱連 よ!諸 門の前には、柱が建てられてあった。深さ
17

三身長、周囲三身長、高 さ十二身長であった。(そ れらは)明 色で、美しく、

七宝(即 ち)金、 銀、真珠、瑠璃、水晶、陣こ、紅玉で造 られていた。

また、大 目腱連 よ!こ れらの門は、二つの金網でおおわれていた。金製の

網、銀製の網で。金製の網には、銀造 りの鈴があった。銀造 りの網には、金製

の鈴がついていた。

さて、また、大 目腱連 よ!こ れ らの金網に風が吹 き、微風がそ よぐとき、

音が出て美 しく、楽 しく、心をひきつけるもので、聞いて心地よいものであっ
18

た。あたかも、五種の楽器のように、実に、大 目腱連よ!風 がそよぐとき、音

が出て美しく、楽しく、心をひきつけるもので、聞いて心地 よいものであった。

か くて、 また、おお、大 目腱連よ!デ ィーババティーのこの王都は、 この
19

ようなものの音、つまり、象の叫び声、戦車の音、戦士の隊伍の物音、太鼓、

小太鼓、腰鼓、螺具、横笛、琵琶、歌声、楽器などの音、(ま た)「 食べなさ

い」 「すっか り食べなさい」 「飲みなさい」 「施物を贈 りなさい」 「功徳をつ
20

み な さい 」 「法 に も とつ い て振 舞iいな さい」 「沙 門 バ ラ モ ン僧 を 歓 待 して 下

さい 」 とい う呼 び声 な どで満 ち み ち て い た。 ま た、 デ ィーバ バ テ ィ ーの 王 都 の
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21

都心では、バルグヤーとい う名の旗竿があった。それは七色(つ ま り)、 金、
22

銀、 真 珠、 瑠璃、 水 晶、 陣 こ、 紅玉 で、 で きて い て 明 色 で、 美 し く、 高 さ十 ニ

ヨー ジ ャナ、 地 中 の 深 さ四 ヨ ー ジ ャナ で あ った。

か くて、 ま た、 大 目腱 連 よ!ア ル チ マ ッ ト王 に は、 ス デ ィー パ ー とい う名

23

の妃がいた。(彼 女)は 美 しく、みめよく、上品な、(か つ)美 しい優雅な色

の蓮華のような容色をそなえていた。

大 目健連 よ!十 二年経つと、ディーパンカラ菩薩は、 トソツ天宮より下生

されるであろう。 〔197〕浄 居 天たちは、縁覚たちに宣言される。 「菩薩が下
24

生 されようとしている。(汝 らは)仏 土を立ち去れ」と

1. トソツ天宮より無量の智恵の視力ある方が下生されようとしている。
25

汝 らは仏土を立ち去れ!最 勝の相をお持ちのかたの下生にあたって。
26 27

2.  この偉大な神がみ(浄 居天たち)の 仏 とい う声を聞いて、縁覚たちは

心解脱 し、無師知 とな り、心自在 とな り、浬葉に入った。

「大 目腱連 よ!十 二年経てば、ディーパンカラ菩薩は、 トソツ天宮から下生

されるであろう。」浄居天たちは、外形 をバラモンにやつし、呪文 とべーダと

大丈夫の三十二相(及 び)「 菩薩がこの世に現身されたとき、授記されるであ

ろ う。」 とバラモン達に説かれた。

さて、大 目腱連よ!か くて菩薩は下生のときにあたって、 トソツ天宮 より

四大観察をなされた。即ち(下 生すべき)時 期、地方、洲、家族についての観

察であった。

大 目腱連 よ!菩 薩衆は二つの家族、即 ちクシャ トリヤ階級か、バラモン階

級の家族に生れる(の である。)
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28

大 目腱連 よ!菩 薩衆が生れる家族は六十種の支分を具えている。如何なる

六十種の支分 を具えているのか?

大 目腱連 よ!1. その家族は著名であること。2. その家族は遍 く知 られてい

ること。3. その家族は微賎ではないこと。4. 高貴の家の出身であること。5種

姓が真正であること。6. 先祖が(長 く)続 いていること。7. 名のある先祖があ

ること。8. 力のある先祖があること。9. 女性に恵まれていること。10. 男性に

恵まれていること。11. 貧欲でないこと。12. 強欲でないこと。13畏 れること

がないこと。14. 下品でないこと。15. 賢明であること。16. 高潔であること。

17. 家人に謄仰されること。18. その家族の財を有効に使 うこと。19そ の家族

は(み な)友 情に堅いこと。20. 恩義に感ずること。21. きまりを守ること

22. 好みに(まかせて)勝手な振舞いをしないこと。23. 過 った振舞いをしないこ

と。 〔198〕24. 迷妄によって行動しないこと。25. 恐怖によって行動 しないこ

と。26. 廉恥心あること。27. 施 しものを よくすること。28. 男らしい心を持っ

ていること。29. 剛毅であること。30. 仏塔を供養すること。31. 諸天を供養す

ること。32. 先祖を供養すること。33. 仕事に熱心であること。34布 施に熱心

であること。35-宗 教儀式に熱心であること。36. 家族の先祖 と後窩が続いてい

ること。37. 諸天のなかで名声が喧伝されていること。38. 族のなかで長老家族

であること。39. 族のなかで最勝家族であること。40族 のなかで卓越レた家族

であること。41. 族を支配していること。42. 偉大な主 と称せ られていること。

43. 大春属を有していること。44. 倦むことのない春属を有 していること。45

熱心な春属を有 していること。46. 忠誠な着属を有していること47母 を敬 う

こと。48. 父を敬 うこと。48. 沙門を敬 うこと。50. バラモンを敬 うこと。51族

の長老家族を敬 うこと。52. 豊かな財宝を有していること。53. 多 くの倉庫を有

していること。54. 多くの象、馬、牛、羊を有していること。55. 多 くの男女の

奴隷と召使いを有 していること。56. その家族は他人や敵や敵対者によって攻

撃され難いこと。

大目腱連 よ!諸 菩薩が出生される家族には、 これ ら六十種の支分が具わっ

ているのである。そのような家族に恵まれている有情は大悲を得るのである。

かくて、大 目腱連 よ!菩 薩が下生の時には、大きな準備をされ る の で あ
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る。幾千の天神に向って、ある天神が言った。 「十六の大地方に、中部地方に

出生 されよ!ク シャ トリヤ階級の(人 の)大 きな館に、(ま た)族 の家長の

大 きな館に、(ま た)王 族に、(ま た)大 臣の族に。御身 らが教化されたとき

大衆は正法律に近づ くであろ う。」

菩薩は下生の時にあたって、 「私はどこへ出生すべきか」を照覧するのであ
29

る。 「このアルチマット王は前世に於て善行をつみ、強力で、世界の王(=転

輪聖王)で あり、四大洲の王である。 この人は私の父たるに価する。」 自99〕

(かの菩薩は)慈 悲深 く、出身もよく、身体に汚れなく、感情は温和で、短命

で、すなわち彼女の余命は十ヵ月 と七夜が残されているとい う(ような)母(た

るべき女性)を 探した。

3. 諸菩薩の母たちは、最勝の方を生んで

その七 日間の最後の日に、命を断つ。

4. 一切智(を そなえた方の)母 たちが、最勝の方を生んで、

疾 く命を断つ理由は何なのか?

5. トソツ天におわす時に菩薩は、おおいに思念 されるのである。

浄業(が あったか どうか)を 吟味して、(そ のような)母を得たいものだと。

6. (菩薩は)余 命が十ヵ月と七 日残っている。
30

婦人の胎に下生するものなのであるか ら。

7. そのいわれは何か?私 のような比べ ようのない(素 晴しい)者 を

身ごもっていなが ら、後 日、愛欲にふけることはふ さわしくない。

31

8. もし善逝の母が愛欲にふけるな ら
32

王はふ しだらな生活をしていると天衆に言われ よう。

 

『
マ

ハ
ー

バ

ス

ツ
』

「
燃

燈

仏

事

記
」

試

訳
 
(
一
)

-123-



密

教

文

化

9. 世尊は常に愛欲の罪過について語 られている。

だから、世の救世主の母が愛欲にふけるとは!

10. 王侯の宮殿にある宝笈(に ついて言えば)

宝物 こそ最勝の丈夫であ り、宝筐こそ、勝者の母なのである。

大 目健連 よ!菩 薩がたつね探 したとき、王都ディーババティ ー に於 て、

〔200〕アルチマット王の王妃であるスディーパーが、慈悲深 く、出身もよく、

身体に汚れな く、感情は温和で、短命で、即ち、彼女の余命は十 ヵ月と七夜が

残されていることを見 られた。

33

11. (菩薩が)世 間を照覧されたとき、その時、 アルチマッ ト王の宮廷で

不死の女、電光 とも似た婦人、 スディーパー(妃)を 見た。

12. 菩薩は彼女を母 と知覚 して、神がみに言 う。 「私は下生するであろ う。

天 と人の至福のために、最後(身)と して、胎の住居に入る。」

34

13. 天衆は虚心合掌をし、美しい装身具で身を飾 り、菩薩に言 った。

「最勝のお方よ!美 わしい有徳の方 よ!あ なたの誓願に成就あれ。

35

14. 私たちもまた、救世のために(ま た)心 ひかれる愛欲を捨てて、

あなたを讃えて、天 より勝れたお方 よ!人 間の世界に住 むでしよう。」

15. 彼等は無垢で、輝 く、美 しい曼茶羅樹の花の雨を空か ら

歓びに躍 りあが らん心を もって降 らし、清 らかに、優 しいことぽ を 述 べ

た。

16. 「不死の住居は平静で、心ひかれ、悲 しみも苦悩もともになく、

それをあなたは喜ぽず、愛欲にも耽 らない。誠にそれは稀有のこと。
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17. 天衆に勝 り、紫金山のように輝き、
36

スラ(神)な る君は十方(世 界)を 照 したま う6誠 にそれは稀有のこと。

18. 天衆、大自在たるダーナナ神、魔神衆、空をかける星群にまさり、

無量知を有したまうこと、誠にそれは稀有のこと。

19. 私たちはあなたとお別れすることを願いましょうか?す べてのものの師

よ!

〔201〕誠に、蓮 華 の眼をお持ちのお方あなたは、人 天の依止となられ

るでしょう」

20. か くて、下生のその時には、清浄な百葉の蓮華のような眼であった

慶ぶ天衆1ま、あらゆる方向に大声をあげた。

21. これは トウシタの町であった話である。一方、無比のスディーパー妃は、

(彼女は)ア ルチマ ット王の妃であるが、王の許に近づいて言った。

37

22. 彼女は子鹿のような眼をして
38

清らかな乾闊婆神の妻にも似て、黒ずんだ顔つきで
39

ス デ ィー パ ー妃 は、 ア ル チ マ ッ ト王 に 言葉 巧 み に、 とて も優 し く語 りか け

た。

23. 友 と と もに、 腕 に 宝 石 を 飾 り、 最上 の 衣服 を身 にっ け、

「大 王 よ!今 宵 は王 とお身 別 れ して、 夜 を過 ご し と うご ざい ます。

註(註 番 号 直 後 の数 字 はMv原 典 の ペ ー ジ、 行 数 を示 す。)

1 Mahavastu を 「大 事 」 と訳 す こ とにつ い て、 霊 友 会 図書 室 長 湯 山 明 氏

が、 異 論 を 述 べ てお られ る。 「律 蔵 と深 い関 係 を も っ て成 立 した 典 籍 で あ る

こ とを 考 え れ ば、Mahavastuな る語 は、Vinaya-vastuやMaha-varga

(Pali/°vagga) と関連 して 理 解 す べ き もの で あ ろ う。 『大 事 』とか 『大 い な
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る出来事』との意に解するのは、当を得ていないと思われる。」と((株)名著

普及会、名著通信、No. 12、'77-9)。 訳例を示されていないので是非の言い

ようがない。Mv. i 2. 13, ～14. に有名な文がある。

"arya-Mahasamghikanam Lokottaravadinam Madhya-desikanam pathena

vinaya-pitakasya Mahavastuye adi."

「中国 地 方 の聖 大 衆 部 の説 出 世 部 の 伝承 に よる律 蔵 に属 す る Mahavastuの

は じめ。 」

確 か に Mahavastu は 「律 蔵 中 の 一 部 」 で あ る こ とを、 この典 籍 自身 が 認 め

て い る。 しか し、Mahavastu は、 律 自体 に つ い て も、そ の 義釈 ら しい も のは

ど こに も な い。 あ る い は、 あ った もの が、 散逸 した のか も知 れ な い。 しか し

全 体 と して は、 話 の重 複 や らス ジの 散 乱 は あ るが、 各 品一 つ 一 つ は 整 っ てい

る。 も し、 律 蔵 と し て な ら、 この よ うに わ が釈 迦 牟 尼 は偉 大 で あ られ た 「証

左 」 とし て、 くさ ぐさ の物 語 りが あ り、 この偉 大 な人 が 定 め られ た 権 威 あ る

律 で あ る 旨 を理 解 で きるavadana⇒ 律 へ の導 入 部 分 が、 各 漢 訳 やPali蔵

vinayaに 見 られ る よ うに な くて は な らない。 第 一 にMviii以 下 か、 各

avadanaの 終 りか で 律 自体 か、 義 釈 ら しい もの の本 文 が あ る筈 で あ る。 しか

し、Mv. iii. 461. 13. に は 「聖 大 衆 部 の説 出世 部 の 伝 承 に よる Mahavastu

avadana は 終 る」(iti arya-Mahasalpghikanam Lokottaravadinam pathena

iti sri-mahavastu-avadanam samaptam Mv. iii. 461.13.～14.) とあ っ て、

これ で 終 りで あ る こ とを 明示 しつ つ、当 初 にあ った 「律 蔵 に属 す る」(vinaya-

pitakasya) とい う形 容 詞 す ら も うな い の で あ る。 これ で終 りで あ っ て 「律 」

は な い。 第 二 には、 先 述 の よ うに、 律 へ の導 入部 分 が な い こ とか ら 考 え る

と、 「律 部 分 」 とそ れ へ の導 入 部 分 が散 逸 した とい う仮 定 は、 全 く無 理 と言

わ ね ぽ な らな い。 恐 ら く、 そ の部分 は 当初 か ら無 か った の で あ ろ う。

従 っ て私 は、 説 出 世 部 の律 蔵 の 「荘 厳 部 分 」 の態 を と りなが ら、 独 立 した

仏 伝 書 と な って い るの が、 本 書 の 内容 で あ る とい うべ きで は な い か と思 う。

Mahavastu がLalitavistara, Buddhacarita に橋 を 渡 す 独 立 した仏 伝 文 学 の

備 矢 とす る の も、 この 事 情 か らで あ ろ うと思 われ る。 本 書 が 巻 頭 で、 「律 蔵

に 属 す る」 とい う形 容 詞 を つ け られ て い る こ とを、 こ と さ らに、 誇 張 す る こ

とは、 却 って 実 態 を 見 損 うこ とに な らな いで あ ろ うか。 具 体 的 に そ の 内 容 は
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ど うか と、 事 実 を あ りの ま ま に 見 た方 が よい と思 う。vastuは 「律 の主 題 」

で あ り、 「主 題 に関 す る事件 」 で あ る こ とは承 知 しつ っ も、 私 は な お、maha-

vastuを 「大 事 」、「大 い な る 出来 事 」 の 意 味 に と って、不 都 合 は な い と思 う。

2四 洲 の 名 は、Mvy3047、3050、3054、3057. に それ ぞれ 東 南 西 北 の 順 に

あ る。

3 paura-janapada Lank. 251. 3. 大. No. 671. 入榜 伽 経 巻 第 八、vol. 16.

563α 「国 土 聚 落 」 とあ る。

4 cf. (Mvy. 1685

5 Lal. 17. ～20. (梵 文 引 用 省 略)

「転 輪 聖 王 は、 い か な る種 類 の居 士 宝 を具 足 して い る のか?実 に 聖 王 に は

灌 頂 を うけ た クシ ャ ト リヤ族 の、 先 述 の よ うな居 士 寳 が 生 ず る の で あ る。 学

識 あ り、 智 慧 深 く、 聡 明で、 天 眼 を もつ も の で あ る。 彼 は そ の天 眼 に よ っ

て、 ヨ ー ジ ャ ナ四 方 を、 所 有 主 が あ る伏 蔵 され た 財 寳 を 見 出 し、 所 有 主 が な

い伏 蔵 され た 財 寳 を 見 出 す。 所 有 主 の な い も のを、 彼 は 転 輪 聖 王 の財 寳 とす

る。 転 輪 聖王 は、 か くの 如 き居 士 寳 を 具 足 して い るの で あ る。 」

以上 の よ うな、 居 士 寳 に つ い て の 説 明が あ るが、DN. ii. 176. 6. ～177.

2. に も、 同 様 の 趣 旨の 説 明 が 読 み とれ る。Paliのgaha-Patiはsetthi, 

sresthin と対 応 す る語 で あ る。 しか し、Egerton は"capitalist would be

better"と まで 言 って い るが、 これ は 正 確 な 表 現 で は な い と思 う。sresthin

は、 「長 者、 商 主、 聚落 主 」 と漢 訳 され、grha-patiは 「長 者、 居 士 」 と訳 さ

れ て い る もの で あ る。Mahavastuの 構 成 を は じ, め、 他 経 典 との比 較、 成 立 年

代 に つ い て、 ふ れ て もい な い の に 断 定 的 な こ とは 言 わ れ な い が、 この書 が成

立 した で あ ろ うと思 わ れ る頃 に、capitalist の 存 在 を 想 定 す る こ とは、 とて

もで き る こ とで は な い。(Edgerton は 「大 金 持 」 とい う意 に 使 った の で あ ろ

うか。 前 述 のLal. とDN. の説 明 か らす れ ぽ そ れ で も不 正 確 な 表 現 で あ る。

要 は、Lal. とDN. の文 で 推 察 され るそ の よ うな 「居 士 とい う寳 」 の 意 で
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あ る。

6 王 に関 す る この種 の記 述 がPali蔵 に あ る。 但 しMahavastu, Dipamkara-

vastuと の情 景設 定 が 異 るか ら、 多 少 の相 違 が あ るが、 そ の符 合 して い る さ

ま は以 下 の通 りで あ る。

DN. i. 88. 32. 89. 7.

Sace agdram ajjhdvasati raja hoti cakkavatti dhammiko dhamma-raja

caturanto vijitavi janapadatthavariyappatto sat ta-ratana-samanndgato.

Tass' imani satta ratanani bhavanti: seyyathidam cakka-ratanam hatthi-

ratanam assa-ratanam mani-ratanam itthi-ratanam gahapati-ratanam

parinayaka-ratanam eva sattamam. Paro sahassam kho pan' assa putts

bhavanti surd viranga-rupd parasenappamaddand. So imam pathavim

sagara-pariyantam adandena asatthena dhammena abhivijiya ajjhdvasati.

なお、 これ 以 外 にDNii16. 13. ～22. 及 びsn. 106. 9. ～18. に、 母 音 の長

短 程 度 の 相 違 は あ るか、 全 く同文 が あ る。La1に、 この種 の 表 現 を 期 待 して

い た が、 まだ、 発 見 で き ない で いる。 これ と類 似 した漢 訳 は、 大. 漁190仏

本 行 集 経 巻 第三vol. 3. 664b. 大. No. 1428四 分 律 巻 三 十 一vol. 22. 779bな

どに 見 られ る。

7 以 下段 落 に到 る ま で の 表 現 に つ い て、 殊 に dharmepemalp は、 あ ま りあ り

そ うで な い とSenartは 言 う。

文 頭 の So imam…のimam が、 また、 相 当長 い 間、 離 れ る の で、 も う一

度、 付 加 的 に つ け加 え られ た もの と見れ ぽ、 こ の ま まで も よ い。 も し、 校 訂

す る な ら、 註 でSenartが 言 うよ うにdharmepauva とす るか、Mvy. 3636

(7) の よ うに imam を 削 除 す る方 が よい と思 う。

8 Pali 蔵、DN. ii. xvii. Maha-Sudassana-Suttanta、170. 1. ～5.

a

Mv. Arcimato ...rajno Dipavati nama rajadhani abhusi.

DN. Ranno... Maha-sudassanassa ayam Kusinara Kusavati nama

rajadhani ahosi.
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b

Mv. dvadasa yojanani dyamena purastimena ca pascimena ca, sapta

yojanani vistarena daksinena ca uttarena ca.

DN. pacchimena ca puratthimena ca dvadasa yojanani ahosi aya-

mena, uttarena ca dakkhinena ca satta-yojanani vitthdrena.

aの 文 例 で は梵、 パ は全 く一 致 して い る。

bで は、 次 の よ うな構 文 の違 いが あ る。

梵 文 の 語 順=(長 さ)、(何 が)、(ど の方 向で)

パ ー リ文 の 語 順=(ど の 方 向 で)、(長 さ)、(何 が)

9 Dipavati に 関 す る記 述 は、 密教 文 化誌No. 130、'79、IVの 拙 稿、 「転 輪 聖 王

の 王 都 の 記 述 につ い て」 を 参 照。

10こ の試 訳 の 後 に続 く 「musaragalvaの 語 意 に つ い て」 の 拙 稿 を 参 照。

11 こ この 対 句 を 作 表 す る と次 の よ うで あ る。

sauvarnasya tala-skandhasya rupya-mayam patram ca phalam ca abhusi

rupya-mayasya id. muktaya patra ca phala ca abhusi

mukta-mayasya id. vaidurya-maya id.

vaidurya-mayasya id. sphatikasya id.

sphatika-mayasya id. musaragalva-maya id.

musaragalva-mayasya id. lohitika-maya id.

lohitika-mayasya id. mukta-maya id.

ア ンダ ー ライ ン部 の 語尾 は単 数 形 が使 わ れ て い る。 大 勢 は 当 然、 複 数 形 が 使

わ れ て い る の に で あ る。 どの写 本 も、 特別 に 異 読 は な い よ うで あ る。 単 が 複

に も代 用 され て い る こ とに注 目す る。

12 Senart は i. 528. のnoteでevam eva team tala-skandhanam vateritanam

を 欠 落 部 に補 訂 す る 旨、 述 べ て い る が そ の 通 りで あ る と思 う。
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13 194. 16. supda-peya で あ る が、Mahavastu に は、 三 カ所 使 わ れ て い る

の で、 写 本 と対 比 す る と

1. 194. 16.

Senart 校 訂 文 supda-peya

B. 写 本 saupda-yeya

C. 写 本 saupda-yeya

iii. 227. 3. iii. 232. 1.

Senart 校 訂 文 sopda-manusya-peya supda-manusya-peya

B. 写 本 saunda-manusya-yeya

(M. 写 本 saunda-manusya peyala sudanama manusya-yeya

Edgerton は そ のBHSDの saupda-peya の 項 で 有 財 釈 と す べ き で あ る と 言

っ て い る。saupda-peya は 主 語 manusya の 形 容 詞 と な る も の で あ る。

saupda は supda (ア ル コ ー ル 度 の 高 い 酒)の 恐 ら く誤 読 で あ ろ う とBohtl-

ingk, Williams も、 共 に そ の 辞 典 で 指 摘 し て い る。 ま た、 形 容 詞 合 成 語 の 後

分 と し て の み 使 わ れ る と も、Bohtlingk は 述 べ て い る。(Edgerton は、 未 来

受 動 分 詞 の-peya を も っ て"飲 む 酒 が あ る"の 意 に し よ う と し た の か、 そ

のBHSDの sauuda-peya の 項 で、"Bhvr. lit. having liquor as beverage,

drinker of liquor"と して い る。

さて、 全 体 と して文 脈 か ら想 定 され る こ とは"酔 うこ とを 希 って い る、 望 ん

で い る"と い う意 の形 容 詞 が 適 当 で あ る。

Senartはi. 528. のnoteで-peyaを 形 容 詞 と して使 うこ とは 無理 だ と言 っ

て い る。

校 訂 は 誠 に 困 難 な 条 件 下 に あ る。

私 は、DN. ii. xvii. Maha-Sudassana-Suttanta の 類 似 し た 情 景 描 写 の 一 句

に Ye kho pan' Ananda tena samayena Kusavatiya rajadhaniya dhutta

ahesum sopda pipasa, (DN ii. 172. 4. -5.) が あ る こ と に 注 目 し、√pa

の Desiderative ppp. を 採 り、supda-pipasa と読 む。

14 194. 17. pravicarensu に つ い て、Edgerton はBHSD, paricarayatiの 項

で、 法 華 経 に お け る 用 例 を 多 く引 用 し、 写 本Bの 読 み を 採 り、paricaretsu
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と校 訂 し て い る。

こ こ で 写 本 を 参 照 す る と

BC °kridetsu rametsu paricarensu

B °retsu

C °retsuh

多 く写 本 が、 動 詞 は√car を 用 う と し て も、 そ の prefix と し てpari- を 使

用 し て い る の に、 ど う し てSenartだ け がpra-vi-を 使 っ た の か 疑 問 に 思

う。pra-vi-carensuと し て。carayatiを 想 わ せ る 語 形 と し て い る。 こ の 際、

。carayatiは 当 然、Non-Caus. で あ る。 従 っ て、 語 意、と し て、prefixに

pari-が 適 当 か、Senartのpra-vi-が よ い か と言 う こ と で あ る。pari-

carayati=pw. sich umherbewegen, umherwandeln, umwandeln (mit Acc.)

; Will. to move or walk about, go round(acc.), circumambulate の 意

で あ り、pra-vi-carati=pw. vorschreiten, vorwartsgehen, Caus. unte-

rsuchem, prafen; Will. to go forwards, advance, to roam about, to walk

or wander through (acc.) Caus. examine, investigate accurately; で あ る

こ とか ら写 本 の よ うにpari-√car が よ い。語 尾 は こ の 稿 の 動 詞 語 尾 一 覧 に 付

し た 願 望 法 語 尾 の-etsu(h), -ensu(h) に つ い て と題 した 小 論 の 結 論 か ら, 

(Edgerton の paricaretsu(h)を 支 持 す る。 こ れ は 言 う ま で も な く、Aorist

に 代 用 さ れ た 願 望 法 語 尾 で あ る。

15 194. 18. -195. 15. の 諸 語 に つ い て

vedika-jala: Senart はdes balustrades a jour だ と い い(i. 529)、Jones

は テ ラ ス の 意 味 か ら、 欄 秤 付 き の テ ラ ス と な り、 つ い で 欄 杵 そ の も の を 意 味

す る よ うに な っ た と(JMv. i153. Note)。(Edgertonはvedikaをrailing

だ と し(BHSD)、Mvy5586. で はlan-kan-gyidra-baと 蔵 訳 さ れ て い る。

lan-kanは 中 国 語 の 欄 杵 の 音 訳 で あ ろ う。Dasはlan-kanをlan-khanと

綴 りrailing, fence, enclosuresの 語 義 を 与 え、dra-baはnet-warkと

し て い る。SenartはTurnourの 註 釈 付 き のBuddhavasa の 一 部 を 参 照

し て 「城 壁 の 軒 蛇 腹 に 支 え られ て い る 格 子 」(reseaux suspendus auxcorn-

iches des murailles; i. 529.) と も 言 っ て い る。Buddhavamsa I.
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14. に 次 の sloka が あ る。

Tulasanghatanuvagga sovannaphalak' atthata

vedika sabbasovanna d-ubhatopassesu nimmita.

私 訳

櫟 を 組 合 せ た 望 楼 は 黄 金 の板 を 張 り

悉 く黄 金 造 りの 欄 杵 が 両 側 に設 け られ て い た。

中 国文 化 の 影 響 を うけ て い た わ れわ れ に は欄 杵 は身 近 かで よ く判 る。 結 局

vedika-jalaと は、 地 中 に 埋 め こんだ 支 柱 に横 淺 を 組 み こん だ も の だ と考 え

る の が 常識 的 で あ ろ うと思 う。M. Beal が訳 した 仏 本 行 集 経 の Cakravartin

の 王都 に相 当す る所 は、 大. vol. 3. 660a以 下 が 詳 細 で あ る。

194. 19. varpaに つ い てSenartは、employe comme equivalent de ratna

(i. 529. Note) と指 摘 して い るが、 同 感 で あ る。

194. 20. padaka:「 欄 杵 の支 柱(pilier)」 とSenartは 言 い、(Edgertonは

BHSDで 「欄 秤 の 垂 直 の支 柱 」 と言 って い る。

194. 20. sucika:「 支 柱 つ ま り padaka を 結 合 す る横 木(les barres)」 と

Senart (i. 529. Note)、(Edgerton も横 木 (transverse bar) BHSD, Jones

は Pali の suci (小 さな 閂) (JMv. 153. Note): 要 は padaka を 結 び つ け

る横 木 の こ とを 言 って い る。

195. 1. alambana: Senart は balustrade の支 柱: (Edgerton 横 淺 (one of

the cross-pieces of a balustrade): Jones Pali id.: こ こで は、 細 い横 木、

横 桟 に あ た る。

195. 1. adhisthana: Senart はM Beal の訳 を 引 用 して"look-out places"

(=哨 所?)と し: Edgerton は Acharya, Dict. Hindu Arch に よ って、

そ のBHSDで、 建 物 の基 部、 基 礎、 柱 の ね も と: Jones はA. K. Coomar-

aswamy: Indian Architectural Terms は、 柱 脚 だ と して い る と紹 介 して い る

が、 詳 細 は 不 明(JMv. 153. Note)。

私 は 原 訂 者 の 意 見 に 賛 同で きな い。 や は り、 これ は基 部、 基 礎 で あ る。

195. 5. hema-jala: Senart は balustrade の 装 飾 の よ うな もの で、 貴 重 な

材料 か らな る 格子、 欄 杵 と思 って い る よ うで、 彼 の指 摘 す る よ うに、 本 来、

金 の 網 を 意 味 す る hema-jala が、 銀 の それ と言 うの は 疑 問 が あ る し、hema
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は、 第 一義 的 な (金 とい う) 力 を 失 って い る と も言 って い る。 同 意 で き る説

明 で あ る。(i. 530)

195. 10. vyalnotsalga: Senart, utsalpga は屋 根 に 関 す る こ とだ と言 い;

Jones, vyama は、 対 角 線、 斜 め を 意 味 し、utsamga は 屋 根 で あ ろ う、 恐 ら

く意 味 は 「傾 斜 した 二 面 あ るい は 斜 線 の 屋 根 か ア ー チ 」 と言 う の だ と し;

Edgerton, 城 門 の 覆 い か 正 面 に 関 す る もの、 しか し、utsaga は、 垂 直 で な

く水 平 の 覆 い を 言 い、 門 の 中 か、 ま わ りの 凹 み の よ うな も の の よ うだ、 巾 は

vyama (ひ ろ)で 測 られ た もの で あ ろ うと言 う。(BHSD同 項)。

vyama に つ い て は 写 本 で は、C本 だ けで あ るが、vyamonsamga と して い る

のを 見 る と Senart の校 訂 を是 認 しなけ れ ぽ な らな い。Jonesは pw の

Quereの 意 を 推 して い る。 しか し、vyamaは や は り同 じpwのdas Maass

der ausgespannten Arme, Klafter, の意 で あ り、Will. に よっ て もthe

measure of the two extended arms とす る。Mvy. は mdom 又 は hdom と

す るが、Das に よれ ぽ 同 じ く a fathom で あ る。

utsahga はPWに よる と、 そ の 実例 はsaudhotsahga, grhotsahga が あ る。

と もに utsahgaは 「屋 根 」 の意 に用 い られ て い る。Will. も そ の辞 典 でany

horizontal area or level (as a roof of a house &c) と して い る。 従 って、

Senartの 言 う よ うに屋 根 に 関す る こ とで あ ろ う。従 っ て、Edgerton の 説 に

は賛 同 し難 い。Mvy. 6757. utasmga=pah-pa, 8012. utsahga=pah-sten,

8013. mahtsaga=pan-steh chen-po, で あ り、pahは 人 体 の 胸 よ り下 部

のふ く らみ で あ り、 あ る い は 曲 りで あ る。stehは 上 部 とか、 頂 上 の 意 で あ

る。 建 物 の 上 部 の 曲 り となれ ば、 処 詮、 屋 根 の こで あ ろ う。

今 は、 「奥 行 一 ひ ろ の出 しか け」 と した。 後 日の検 討 に待 ち た い。

195. 12. anuvarga: vedika-jala の項 の sloka 参 照。 南 伝 の 訳 者 は、

anuvagga=anuripa と し て 見 られ て い る よ うで あ る。Andersen あ Smithの

辞 典 が そ の よ うに 解 して い る。 しか し、 こ こで は anuvarga が 形 容 詞 で あ っ

て は dvinnam varpanalp anuvarga abunsuh suvarpasya ca rtlpyasya ca.

とい う文 が成 立 しな い。

anuvargaは 他 の写 本 に も支 持 され て い る よ うで あ る。 文 の 主 語 で、 具 体 物

を 意 味 す る名 詞 又 は最 少 限、 他 品 詞 の 派生 語 で あ って も、 具 体 物 を 標 示 す る
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名 詞 相 当 語 で な くて は な ら な い。

Senart: "anuvarga は 恐 ら く側 面 の 構 造 物 を 意 味 し、(M. Beal の Romantic

Legend に あ る)中 国 詩 の enemy-resisting towers に 関 連 す る ア ク セ サ リ

ー"だ と し て い る。(i. 530. Note)

Jones: √vrj の Caus. か ら類 推 し て 脹eeping-off (towers)"だ と し て い

る。(JMv. 154. Note)

Edgerton:"建 物 の 一 部"だ と して い る。(BHSD同 項)prefixanu一 が

√vrjに 前 綴 さ れ た 語 は 見 出 せ な い が √vrjか ら類 推 せ ざ る を 得 な い し、 基

本 的 に はSenart, Jonesの 意 見 に 私 は 近 い。 し か し、 漢 訳(大。No.. 190. 仏

本 行 集 経 巻 第 二、vol. 3. 660α) の 言 う 「却 敵 楼 櫓 」 が よ い か ど うか は 私 に

は 判 ら な い。 仮 り に 「望 楼 」 と訳 し た。

195. 12. phatika-phalaka: Senart, 全 く手 を 焼 い て、 こ と ば の 正 確 な 意 味 を

決 定 づ け られ な い で い る と言 っ て い る。Jones; phatika=sphatika と し、

phalaka は 「板 」 を 意 味 し、(s) phatikaは (建 物 な ど の)「 翼 」 「そ で 」 で、

Romantic Legend に 言 う、 所 謂"white silver panels"に 関 す る 何 か で あ り、

sphatikaは 「水 晶 」 で 「水 晶 の 板 」 を 思 わ せ る が、 「金 製 の 」 或 は 「銀 製 の 」

sphatika-phalakaniと は 合 致 し な い と も 言 っ て い る。(JMv. 154. Note)

Edgerton, Mv. ii. 379. 5. の 写 本B. phalikhamtu jo acehati, C. phalik-

harptu bhujo acchati, Mv. iii. 228. 9. phalikaphalakani, BM ophalikhahala-

saritu abnusuh, M.°salitu abhtltsu, Siksasamuccaya 303. 3 (Vaidya Ed.

159. 2.) parigha-bhujo acchambhiと あ る う ち、Skt. parigha=AMg.

phaliha (Pischel 151. §208.) を 導 き、 彼 自 身 が、 実 例 か ら帰 納 し た 「語 末

の 有 声 子 音 も あ り う る 」 と い う観 点 か ら、phalikha を 推 論 し(写 本B, C)、

phalikha=Skt. parigha で あ る と し て い る。 語 形 論 か ら、Edgertonの 考 え

は 充 分 首 肯 で き る し、 語 意 か ら し て も、 上 記 二 者 の 説 明 よ り も っ と 合 理 的 で

あ る と 思 う。

今 は Edgerton のBHSD phalikha の 項 の 所 説 に 依 拠 す る 以 外、 よ り以 上 合

理 的 な 私 の 考 え は ま だ な い。

195. 14. patimodaka 各 写 本 及 び Edgerton の校 訂 を 比 較 す る と次 の 通 り。
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i. 195. 14. patimodaka 写 本BC. patimoka

ii. 453. 17. danta-patimokani supda-patimokani

写 本C. danta-parikarmokani supda-patimokani

写 本B. danta-patikemokani supda-patimokani

iii. 228. 7. pratimodaka 写 本M. id. 

写 本 の な か で-mokaが 多 数 派 で あ る とい う意 味 で は な く、prati-√mudか

ら は、 語 脈 に か な う具 体 物 を 示 す 派 生 語 は な い。Senartは prati-√mudか

ら派 生 語 を 想 定 し て い る が(i530. Note)、 ど う し て も、 前 後 の 文 脈 か ら し

て 王 都 の 城 門 に 関 す る 具 体 物 を 示 す も の で な くて は な ら な い。 従 っ て

一modakaで は な い。 これ は 城 門 に 附 属 す る 物 を 意 味 す る よ うな:方 向 の 語 で

な くて は な ら な い。 上 記 写 本 の い つ れ に も 見 られ るpatimokaのPatiは

patiと 通 じ る も の で あ り、pratilnokaをpwで 確 認 し た。 こ の 語 意 は 語 脈

に 合 致 す る。 従 っ て、 い わ ばby the merest chance と し か 言 い よ うの な

い 偶 然 か ら 達 し た 結 論 は(Edgertonの 所 説 と 一 致 し た。 こ こ はPati一 で は な

くpatimokaと 読 む。(cf. BHSD patimoka)「 飾 り」 の こ と で あ る。

195. 15. eluka: Mahavastu に 用 い ら れ て い る の は 四 ヵ 所 あ っ て、 こ れ を(1)

と す る と、 ま ず、

(1) Senart eluka, 写 本BC valaka:

(2) ii. 486. 4.-5. Senart elukam, 写 本B id.

(3) iii. 20. 9.-10. Senart eluikam (2カ 所)、 写 本BC elukam (2カ 所):

(4)iii. 228. 11. Senart eluka, 写 本M eluka, B eluka で あ っ て、(2). (3)

と も に 文 脈 か ら す る と、Senart が 註 す る よ う に、temple a reliques と 見 て

よ い と 思 う。 然 し、(1)と(4)は、 呼 び か け の 対 象 者 が、 大 目健 連 か ら 阿 難 に、

abhunsuh が abhusi に 変 っ て い る だ け で、eluka に つ い て は 前 後 の 文 脈、

情 景 描 写 か ら し て 同 一 物 を 指 し て い る こ と は 明 瞭 で あ る。

Ratnachandra の 辞 典 及 びPTSDに よれ ば、Skt. eluka=AMg. eluya=Pali

elaka で あ る。eluka に つ い てPW及 びpwは 薬 草、Will. は 香 料 の 意 を 与

え て い る が、 と も に 医 書Susrutaが 出 典 で、 今、註 記 し よ う と し て い るeluka

は、 こ の 語 意 で は な:い。

Pischel 168. 240. AMg. elaya-edakaで あ っ て、 引 用 のUttarajjhayana-
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sutta, Pannavana, Ovavaiyasuttaを 見 て い な い が、goat, ramの 意、で あ ろ

う。 従 っ て こ れ も、 上 記 の(1)、(4)に 適 用 す べ き語 意 で は な い。

Ratnachandra; Skt. eluka, a threshold of a door: PTSD; a threshold と

し、Skt. は 記 さ れ て い な い。 語 形 と 語 意 はuncertainと し て い る。 こ の こ と

に つ い て"wrongly queried in PTSD"と しっ っ、Edgerton 自 身 は a

threshold の 語 意 を 確 認 し て い る よ うで あ る。Jonesは Senartのi. 530. 

Note の 意 見 を 容 れ てeluka=eduka で、"shrines for relics"と 訳 し て

い る。

私 は 前 記(1)と(4)に つ い て は、Ratnachandra とPTSDの 語 意 が 適 当 と思 う。

語 形 は 語 脈 か ら し て、dual で あ る が、pl. 形 を 代 用 さ せ て eluka と読 む。

因 に、Anguttara-nikaya i. 295. 11. -13ff. とii. 206. 10. -11ffに

elaka-を 含 む 同 じ文 章 が あ る。 次 の 通 り。So na kumbhi-mukha patiganhati

na kalopi-mukha patigaphati na elakamantaralp na dapdamantara…

(eaka の variant reading の 註 記 は な い。)(彼 は か め の 口 よ り施 食 を 受 け ず、

鍋 の 口 よ り施 食 を 受 け ず、 敷 居 を 隔 て て 施 食 を 受 け ず、 杖 を 隔 て て 施 食 を 受

け ず ……)

こ の elakaは 「敷 居 」 と考 え て よ い と 思 う。

16196. 1. isikani: Mvy. 7048. "isika mapita bhavanti (Tib. sih-rtags

btsugs、 漢 立 記) とあ る。

Pali で は Ahguttara IV. 106. 2. 及 び109. 13. にesikaの 語形 で 用 い ら

れ て い る。 他 の テキ ス トで は、esikatthayin (柱 の よ うに ガ ッチ リ して)の 意

の 合 成 語 と して用 い られ て い る。

17196. 2. parigohyani: Senart の読 み 方 で はpari-√guh を想 定 しな くて は

な らな い。pari-√guh で は 少 し意 味 が そ れ て くる。文 脈 か らす れ ば、王 城 の 門

前 に建 て られ て い る柱 の周 囲 の長 さを 言 って い る筈 で あ る。i531. の註 に

よれ ば、 原 訂 者 も迷 って い る。Jones はJMv. 154. の Note で"抱 く"と

い う意 のupa-√guh か ら類 推 して Senart は この解 釈 を 証 拠 だ て て い るだ け

だ と言 って い る。 全 く同 感 で あ る。
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Edgerton はBHSDの parigohya の 項 で 周 囲 の 意 だ と し な が ら、 積 極 的 に

そ の 用 例 を 示 し て は い な い。 私 見 で は、prefix と し て は pari- が 適 当 と 思

う。 語 根 は guh で は pari-√guh に 周 囲 と い う意 の 用 例 が な い。 し か し、写

本 は 二 本 と も-√guhを 用 い て、C gohyani, B parigohyani と あ る。 恐 ら

く、pari-√guh を 今 は 認 め ざ る を 得 な い で あ ろ う。 私 は、pari√grh の

derivative で は な か ろ うか と も 思 う。 し か し、 写 本 の 方 向 は 無 視 で き な い。

碩 学 Senart も迷 い、 私 も不 明 を 恥 じ, る。 結 論 は 出 な い。 今 後 の 研 究 に 待 ち

た い。

18196. 9. i. 531. のNote に よ りtad-yathapi nama parpcamgikasya

turyasya を欠 落 部 に 挿 入。

19 196. 12. sayyatha: Pali seyyatha

20 196. 14.-15. sramapa-brahmapesu bhadram. astu vah: PWに は、

bhadramte や bhadram vah が 話 中 で 挨 拶 の 語 と し て、 よ く挿 入 さ れ る と あ

る。 と 同 時 に、 こ こ で は 単 な るHoflichkeitsformelnのbhadramをastu

のAcc. と し て も、 共 用 させ て い る も の と し て 訳 し た。

21 196. 15. valguya: SenartもNoteで 指 摘 す る よ うに、 又Edgertpn も

BHSDのvalguyaとyasti の 項 で、 疑 問 を 投 げ か け て い る。 し か し、 写 本

は 何 ら の 異 っ た 読 み 方 も 記 し て い な い。

22 196. 18. abhinivesa: 恩 師 白 石 (藤 田) 真 道 先 生 はi. 61. 1.-2.

parinirvrtasya ca stupam karitam yojanam uccatvena yojanam abhini-

vesena=und (far welchen)、als er ins Nirvapa eingegangan war, (von

mir) ein Sttlpa gebaut worden ist von Yojana-Hohe und Yojanagrun-

driss…(山 梨 大 学 学 芸 学 部 紀 要II、17. 1957)

高 さ に つ い て は、i. 61. 1. と196. 17. で はuccatva, iii. 229. 14. と332. 

10. で はudvedhaが 使 わ れ て い る。PWで は ど の 用 例 も 執 着 の 意 に 用 い られ

て い る。 又、 漢 訳 で は、 そ れ ぞ れ 「高 」、 「厚 」 と 訳 さ れ 意 に 適 っ て い る。
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(Edgerton はBHSDの abhinivesa の項 で、"uccatva 又 は udvedha と対 照

的 に、 直 径 (水 平 的 な) 長 さか、 幅 の い つれ か"だ と して、i. 61. 2; 196.

18; iii. 229. 14; 292. 11. を 例示 してい るが、abhinivesa は地 下 に 埋 ま っ

た部 分 の こ とで あ る。Edgertonの 説 は首 肯 で き な い。

23 196. 20. aksudravakasa: EdgertonはBHSDの そ の項 で、 これ は読 み方

の 誤 りで あ ろ う、 も し読 み方 が正 し い のな ら、 そ れ は視 野、 視 界、行 動 半 径、

機 会 が 小 さ くな い 意 だ と して い る。

Mahavastu の 中 で、 この語 が使 わ れ て い る の はi. 196. 20; 197. 16;

352. 15; ii. 421. 19; 422. 7; 432. 14; iii. 35. 18; 153. 16; 218. 

10. 15; 377. 12; 404. 17. に於 てで あ る。 そ れ らは 皆、 「物 腰 態 度 が 気 高

い 」、「上 品 で、 下 卑 で は な い、、 「美 し く、 高 貴 な 」 と言 う語 意 で あ る。

さ らに、(Edgertonは 読 み方 の誤 りだ とい うが、DN i. 114 6; 115. 22;

120. 21; 123. 11. とM ii. Canklsuttam 165. 31; 167. 1. にPali の相 当

語 で あ る akkhuddavakaso が 使 わ れ て い る。 上 記 で引 用 したDNの4カ 所

は総 て、Sopapda Sutta か らで、 そ れ に対 応 す る漢 訳 は、 大 正 蔵No. 1. 長 阿

含 経 巻 十 五、(二 二)第 三 分 種 徳経 第三 で あ る。 漢 訳 と対 比 す る と次 の通 り

で あ る。

i. 114. 6. 顔 貌 端 正(大. vo1. 1. 94c)

115. 22. 顔 貌 端 正(同95a)

120. 21. 顔貌 端 正(同96a)

123. 11. 顔 貌 端 正(同96b)

avakasaか ら類 推 したEdgertonの 主 張 の 方 向 は理 解 で き るが、 そ の ま ま語

意 として 採 用 す る こ とはた め ら うの で あ る。

24197. 1. rimcatha: 蔵 訳 及 び漢 訳 で は 「用 意 す る」 「準 備 す る」とい う意 に

理 解 され て い るが、 一 層、 字義 に即 して 「浄 化 す る」「清 浄 にす る」 と言 う意

味 に解 して い る とSenartは 言 う(i531. Note)。 さ らに、 この(用 意 準

備 の)訳 が、 伝 統 に も とつ く典 拠 あ る 言葉 で あ るが、 適 切 で あ る か ど うか に

疑 問 が あ る と も言 っ て い る。
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これ は 明 らか に Senart の 誤 解 で あ る。 √ric に は 用 意、 準 備、 浄 化、 清 浄

に す る方 向 の語 意 は全 くな い。

√ric 本 来 の 語義 はPWの 引 用 に 大変、 詳 細 で あ る し、Mvyに よ る蔵 訳 も

hdor-baかspon-ba で あ る。Das も Jaschke も と もに そ の 種 の 語 義 は少 し

も与 え て は い な い。

従 っ て、 語 義 そ の もの の議 論 は 明 らか にSenart の 誤 解 と しか 言 い よ うが な

い。

た だ、196. 21. に 関 連 してi531. Noteで、 「物 語 りの移 り変 わ りに 欠 落

した と ころ が あ る し、 物 語 の 扱 い も雑 な もの で あ る。 」 と言 うSenartの 指

摘 の方 が、 私 に は 素 直 に 共 感 で き る。 少 く と も、 この段 落 はSudlpa妃 の あ

で や か さを 述 べ て い た 前 節 か ら、 突如 と して、 話 が 極 端 に移 り変 わ っ て く

る。 そ の唐 突 さは、 全 く異 質 の 物語 りへ の転 回 で あ るだ け に、 何 か が 欠 落 し

て い る よ うに 思 わ れ る。 漢 訳 の方 広 大 荘 厳 経(大. No. 187)の 勝 族 品 第三、 法

門品 第 四 に い た る よ うな な め らか さは全 くな い。 そ の点 は、Lal/ 18-19. を

漢 訳 に比 べ れ ぽ や は り、 な め らか さは 劣 るが、Mvに 比 れ ば、 まだ、 自然

な推 移 と言 え る。

25 197. 4. Lacuna の部 分 にi. 532. Note に よっ て cyavane を補 訂 す る。

-○-の metre が望 ま しい。 これ は丁 度、 そ の条 件 を満 た す もの で あ る。

26 197. 5. suddhavasa:

Senart は mahesvara を 固有 名 詞 だ と して い るが、 この こ とに つ い て Jones

は mahesvaravara は 浄 居 天 に関 す るa descriptive title だ と して い る。 そ

して、 原 文i. 224. 3. の mahesvara に つ い て、JMv. 178. Note で、 浄 居

天 全 体 を mahesvara と い う互 換 性 のあ る語 で、Mv. が 表 現 して い るの だ と

指 摘 して い る。

さて、 倶 舎 論 巻 第 八(大. No. 1558. vol. 29. 41a) を 基 調 に置 い て天 神 の名 を

整理 し、Mvy の とる所 も併 記 す る と次 の よ うに な る。 た だ、天 神 の名 に つ い

て (Edgerton は BHSD deva の項 でLal. や Gv. に 記 述 され て い る こ とを
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紹 介 して い る。 しか し、 こ こで は 追認 の調 査 は して い な い。 この一 覧 を 見 る

と Jones の説 が正 しい と思 う。 表 中、3000台 の数 字 はMvy. の そ れ で あ

る。 梵 語 の綴 りはMvy. に よ った。

(Kama-dhatu 欲 界 倶 舎 論

1. 3078. Catur-maharaja-kayikah 四 天 王 種 四 大 王 衆 天

2. 3079. Trayastrisah 三 十 三 切利 天 三 十 三 天

3. 3080. Yamah 焔 摩 天 夜 摩 天

4. 3081. Tusitah 具 喜 天、 兜 率 天 都 史 多 天

5. 3082. NirmaPa-ratayah 化 楽 天 楽 変 化 天

6. 3083. Para「nirmita-vasa-vartinah 他 化 自在 天 他 化 自在 天

Mvy. に は次 の二 神 が記 され て い る。

3076. Bhaumah 地 上 居

3077. Antari(i)kSa-vasinah 居虚 空

Rupa-dhatu 色 界

I 初 禅

1. 3085. Brahma-kayikah 梵 種 天 梵 衆 天

2. 3087. Brahma-purohitah 梵 輔 天 (梵輔 天

3. 3088. Mahabrahmapah 大梵 天 大 梵 天

Mvy. に は次 の神 が 記 さ れ て い る。

3086. Brahma-parisadhyah 梵 衆 天

II 第二 禅

1. 3090. Parittabhah 少 光 天 少 光 天

2. 3091. A-pramaPabhah 無 量 光 天 無 量 光 天

3. 3092. 入bhasvarah 光 音 天 極 光 浄 天

III 第三 禅

1. 3094. Paritta-subhah 小 浄 天 少 浄 天

2. 3095. ApramaPa-subhab 無 量浄 天 無 量 浄 天

3. 3096. Subha-krtsnah 偏 浄 天 遍 浄 天

IV 第 四 禅

1. 3098. Anabhrakah 無 雲 天 無 雲 天
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2. 3099. PuPya-prasavah 福 生 天 福 生 天

3. 3100. Brhat-phalah 広 果 天 広 果 天

4. 3102. Avrhah 無 想 天 無 煩 天

5. 3103. A-tapah 無 熱 天 無 熱 天

6. 3104. Su-drsah 善 現(天) 善 現 天

7. 3105. Su-darspah 善 見 天 善 見 天

8. 3106. Akanisthah 色 究 寛(天) 色 究 覧 天

Mvy. に は 次 の 二 神 が 記 され て い る。

3107. aghanisthab 和 音

3108. (Mahamahesvarayatanam 妙 大 自在 天 処

A. ripya-dhatu 無 色 界

1. 3110. Akasanantyayatanam 空 無 辺 処 天 空 無 辺 処

2. 3111. Vijnananantyayatanam 識 無 辺 処 天 識 無 辺 処

3. 3112. Akimcanyayatanam 無 所 有 処 天 無 所 有 処

4. 3113. Naiva-samjianasamjnayatanam 無 有 想 非 無 想 処 天 非 想 非 非 想 処

27 197. 5. buddha-sabdam: karma-dharya と 見 て 「仏 と い う声 」と 訳 し た。

28 197. 14. sastihi angehi: 別 に 小 論 を 以 て、 こ の 稿 の 後 で 比 較 対 照 す る。

29 198. 17. kata-pupyo: Edgerton をよkata-はkrta-の 誤 りだ と し、Pali

で はkata-punno で、 前 分 が Pali 化 し た も の で あ ろ う。 他 の 写 本 は 何 も 記

し て い な い。 従 っ て 随 所 に Pali語 形 が 用 い られ て い る の で、 特 にkrta一 に

変 更 し な け れ ば な らな い とい う こ と も な い。

30 199. 10.

divasani sapta masa ca dasa tasya uram otaret

B Omasam ca。

C omasani dasao ootare

BC oudarem ataret

Edgerton はBHSDのura(s)の 項 で、 後 半 をtasyodar' otaret と 校 訂 し
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て い る。 つ ま り、tasya(gen.) udara (udaraのn. Ace. sg.) と見 て い る 訳

で あ る。ava-√trは Loc. で な く Acc. を と る こ と が 通 例 で あ る か ら、udare

(Loc.) で は な く udaraln (Acc.) を と る と1 matra 多 く な る。 これ を 避 け

る た め に、udara (Acc.) と し た も の で あ ろ う。(Edgerton は、BHSG 8. 13

-35で、Mv. の 実 例 を 多 く挙 げ て い る がPali は も ち ろ ん、Prakrit に お い

て も、Pischel §363の 中 性 のdeclension で、vataka〔m〕Puvvadattam

が 一 例 あ る が、 形 容 詞 に は、dattalp とAcc. の 標 示 が あ る。 従 っ て、Mv

の こ の 文 が、 散 文 な らぬ 詩 形 と は 言 えtasyodar' otaretで よ い で あ ろ うか、

あ い ま い さ が 残 る の で あ る。 こ こ は、 た しか にunmetrical で あ る が、tasyo-

daram otaret と読 む。

31 199. 13. sugata-matari: Senart の 註(i. 533.) に よ っ て、mataro と 読 む。

ま た、pratiseveyuh の prefix は pari- の 方 が よ い。

32 199. 14. na pita: Senart の 註 (i. 533.) に よ っ て、napita と 読 む。

33200. 3. 一 連 の sloka に つ い て、Senartの 註 の よ う に、Mv. i. 143. 7.

以 下 の そ れ と は、 同 文 と言 っ て よ い。 固 有 名 詞 の 違 い だ け と言 っ て よ い 程、

酷 似 し て い る。 次 の よ うに 対 応 す る。

200.3.-4.=143. 7.-8、200. 5-6.=143.9.-10.、200.7.-8.=143.11.

-12.、200.9.-10.=143.13.-14.、200.19.-20.=143.15.-16.、

34200. 7. deva-salpgho: Edgerton はBHSG8. 24. で°samgha だ と 言 う。

BC写 本 もosalpghaで あ る。 しか し、metre 上、 ど ち らで も 差 支 え な い。

ま た、pl形 と し よ うな ら。ghaが 一 般 的 で あ ろ うが、 集 合 名 詞 の よ う に 考 え

ば、 差 し つ か え な い。 こ こで、SenartはB, C, の 写 本 を も っ て 校 訂 し て い

る。 従 っ て、 写 本 が 一〇 と し て い る の な ら、 一 応、 今 は 一〇 に 従 っ て お く方

が よ い。

35 i. 200. 9. osirati: Mahavastu に 於 て 使 用 さ れ て い るosira-(osira-、
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osara- を 含 む) 語 幹 の 使用 の 例 を 可 能 な 限 り採 録 し、osira-を Senart の

校 訂 語 と して13種、 そ の 写 本 か ら17種、osira- を11種、 写 本 よ り16種、osara-

を13種、 写 本 よ り13種 を得 た。 この類 と数 の 中 に は、 前 接 字ava-, anu-

を 持 つ も のを 含 ん で い る。

-s-、-s-の 吹 気 音 とそ の直 後 の幹 母 音 の関 係 を 見 る と、-s-は 幹 母 音iを

伴 い、 即 ち-sir-と な り、-s-はi又 はaで、 即 ち 「sir-又 は-sar-と

な る。

語 義 か ら言 え ば、Edgerton はBHSDの avasirati と avasarati の 項 で

(avasiratiは6項)説 明 して い る。

採 録 した 語 形 を 調 べ る と、1. osira-, osira- 2. osara-, 3そ の 他 とな る。 と

言 うの は、osira-と osira-の 語 意 は 殆 ん ど同 じ意 味 に 使 わ れ て い て そ の

差 違 を つ け 難 い。 従 って、 今 は この 二 形 を 一 つ の カ テ ゴ リー に お さ め る こ と

と した。

Senartは、 こ の語 をava-√srj の 派 生 語 と見 て い る よ うで あ るが、 語 根 部

の-j-が、 どん な条 件 の も とで 消 滅 す る のか、 そ の 説 明は な い。 √srj の過

去 分 詞srsta は、Internal Sarpdhiと し て合 法 則 的 で あ って-j-の 消 滅 の

傍 証 に も な らな い。 私 は Senart とは違 って、 語 意 論 か ら言 え ば、 多 少 の不

満 は 残 る と して も、ava-√sr, o-√srを 採 る。 紙 数 を悼 らず 校 訂 語 と写 本 の

そ れ とを 併 記 す る と次 の よ うに整 理 した。 そ の語 が使 用 され て い る文 は 語

脈 を 見 る とき、 重 要 な ので あ るが、 そ れ は原 文 に任 せ て 省 略 した

1. osirati, osirati

a追 い や る、 投 げ 入 れ る。

osiranti: L. osirdnti, B. osiranti, M. osirenti

b放 つ、 発 す る; 投 げ 下 ろ す、 降 らす

osireya ii. 315. 6: C. osireya

osire ii. 383. 7: C. osire

osire iii. 273. 16: M. osire

c自 由に す る、 行 か せ る; 断 念 す る。

osiritavyam ii. 424. 20: C. osiritavya, B. osiritavya

osista ii. 425. 3: C. osirista, B. osista
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osiritavyam ii. 425. 16: C. osiritavya, B. osiritavya

osirisyati ii. 426. 7: 18: B. osarisyati, Cosirisyati

osirisyati ii. 427. 10: C. osirisyati, B. osirisyasi

osiritva ii. 452. 16: 写 本 に 異 読 な し。

osirisyasi ii. 459. 15: BC. osarisyasi, C. osirisyasi

osireyam iii. 1.4. B. osareyam, C. osare

osirati ii. 426. 7: B. osiriti, C. osiriti

osirati iii. 1.6: C. osiriti

osirati iii. 2.11: C. osirati

d放 棄 す る、 断 念 す る、 取 り去 る。

osiritva i. 143. 13: C. osirati

osiritva i. 200. 9: C. osaritva, B. osaritva

osiritva ii. 4. 6:BC. okiritva

osirahi ii. 272. 13: C. osirehi

osiritva ii. 334. 22: C. osiritva

osiritva ii. 335. 4:写 本 に 異 読 な し。

osiritva ii. 367. 19: B. osaritva, C. osiritva

osiritvana ii. 367. 22: BC. osiritvana,

osire ii. 393. 9: B. osarapuspa, C. osare puo

avasirasi iii. 165. 12:写 本 に 異 読 な し。

2. osarati

avasari i. 319. 14. 16. 20.

i. 323. 13. 16(16. で は 写 本BC. anusari): ii. 117. 20(B.

anusari)(着 く、 出 る)

avasarim ii. 199. 6異 読 な し: ii. 120. 17. BC. avasari (出 発 す る)

avasarim ii. 123. 16. C. avasari, B. sarim (去 る)

iii. 47. 12. Mavasari(へ 進 む)

osarantasya ii. 108. 7. 9. 10. 11. BC. osarantasya(近 づ く)

osare ii. 222. 1. 異 読 な し。(近 づ く)

osaranti i. 13. 6. N. osaranti, BA osaranti(入 る)
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osare iii. 364. 19. 異 読 な し。(近 づ く)

osaresi iii. 401. 1. B. orasasa, (M. orasasa (き れ い に す る)

osarantiiii. 453. 3. BM. osanti, M. osaranti(貯 え る)

3. そ の 他

avasrjatiii. 344. 15. C. avati, B. avasiti

avakireii. 343. 19. B. okiretsuh, C. okiretsu

okiriii. 349. 16. BC. osiri, C. okiri

otaritvaii. 298. 6. C. osiritva, B. okiritva

以 上 の うち、3. そ の 他 の 項 の 四 語 に つ い て は、 当 該 文 に あ た っ て、 意 見 を 述

べ る こ と とす る。

36 200. 16. udyotayasi=Sktud-√dyut Caus. uddyotayasi

37 201. 6. -7. の 韻 文、 こ とに202. 5. -6. 以 下 に つ い て は、 さ き のi. 145. 6. 

(十 地 品)以 下 の 韻 文 と酷 示 し て い る。 多 少 の 固 有 名 詞 及 び そ の 他 の 用 語 と

そ れ に 付 帯 す る 変 化 と を 勘 案 す る と全 く 同 じ と言 っ て よ い ほ ど で あ る。 以 下

に そ の 対 照 表 を あ げ る。

十 地 品 燃 燈 仏 事 記 十 地 品 燃 燈 仏 事 記

1. 145. 6. -7. =i. 201. 6. -7. 145. 8. -9. =2025-6

145. 10. -11.=202. 7. -8. 145. 12. -13. =202. 9-10

145. 14. -15. =202. 11. -12. 145. 16. -17. =202. 13. -14. 

145. 18.～146. 1. =202. 15.～16. 146. 2.～3. =202. 17.～18. 

146. 4. 一v5. =202. 19.～20. 146. 6.～7. =203. 7.～8. 

146. 8.～9. =203. 9.～10. 146. 10.～11. =203. 11.～12. 

146. 12.～13. =203. 13.～14. 146. 14.～147. 1. =203. 15.～16. 

147. 2.～3. =203. 17.～18. 147. 4～5. =204. 2.～3.

38 201. 6. syama: 黒 ず ん だ 顔 つ き と訳 し た が、 こ れ は、 美 人 の 相 貌 の 一 つ で

あ る と考 え られ て い る。
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39 201. 6. sahitam:

1. Senart

Mahavastui. 490. のnoteで Childersを 引 用 し 「samaggaと 恰 も同 義

語 とな って い る。 考 え るに、 後 日、 意 味 上 の発 展 が あ って、 同意、 一 致 と

い う観 念 に 関 す る もの とな って い る。 この語 は 本 来、"歓 心 を 買 う"、"や

さ しい"、"愛 ら しい"を 意 味す る 」 と言 って い る。

2. J. Jones

直 訳 的 に は"to the point"で"consistent""sensible""to the point"

と言 う意 味 で、Pali語 の用 法 か ら説 明 され るべ きだ と しな が ら、最 終 的 に

は、"Mahavastuで は、 この語 は あ る特 定 の場 合 に、 夫 に対 す る妃 の応 対

の 話 の な か で の き ま り文 句(cliche) で あ る"と。 そ して、persuasivelyの

訳 を与 え て い る。

3. Edgerton

話 ぶ りに関 す る こ とで、"connected""coherent""sensible"の 意 だ とす る。

又、"agreeable""kindly"だ とす るSenartの 意 見 は 誤 りだ と して い る

4. 白石 真 道 教 授

i. 145. 6. -7. の独 訳 で、"bundig""verbindlich"と 訳 し て お られ る。

5. そ の他

a) Mvy. 474. sahita=hbrel-ha 漢 相連、 利益 とあ り、 こ とに、 榊 博 士

は 「利 益 あ る(sa+hita) の 解 釈 は不 可 な り」 と解 説 して お られ る。

b) 荻 原 辞 典

梵漢 対 訳 仏 教 辞、典で は 「利 益(有 益)」 と し、梵 和 大 辞、典 の 方 で は、hbrel-

ba 系 統 の 意 味 が多 く、 ほか に、 諭 伽 師 地 論 か ら とっ た 「即 於 爾 時 」 の意

が 採 録 さ れ て い る。

c) Bodhisattva-bhimi 関係

宇 井 伯 寿 博 士 は、 そ の索 引 で

dharmam desayati yuktaih padavyamjanaih sahitair……「 適 切 で あ り

……相 応 せ る文 句 に よって 法 を 示 す 」(P. 163) と訳 され、sahita の項 で

は、 次 の よ うに 註 釈 を つ け られ て い る。

「助 伴(結 合 せ る、 適 合 せ る、 適 切 な、samhita と同 じで、hita は dha
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の過 去 分 詞 で あ る か ら、sahaか らの語 で な く、 助 伴 で は な い 」 と。

Bodhisattva-bhtlmi 321. 11. yasya viharasyanamtaram sahitam evanu

ttarar samyaksalpbodhim abhisambudhya sarva-buddha-karyam karoti

…、(こ の静 住 か ら絶 え 間 な く、 この時、 実 に無 上 正 等 覚 を 悟 り、 一 切 の

仏 の 行 を な す)大. No. 1579諭 伽 師 地 論 住 品、vol. 30. 553cに 「従 此 住 無

間 即 於 爾 時 謹 覚 無 上 正 等 菩 提。 能 作 一 切 仏 所 作 事。 」 とあ る。

d) Saddharma-pupdarika

sahitalp ca bhtltar ca sada prabhasate masanyi catvari athapi varsam

(Kern & Nanjio Ed. 373. 4.)

「また、 四 カ月 で も、 一 年 で も、 常 に、 空 疎 で な い こ と と真 実 とを 話 す の

 で あ る」

大. No. 262妙 法 蓮 華経 巻 第 六 vol. 9. 50b

次 第 如 法 説 月 四 月 至 歳

大. No. 263正 法 華経 巻 第九 vol. 9. 122b

一 月 四 月 若 至 一年 所 説 善 悪 不 違 至 誠

大. No. 264添 品妙 法 蓮 華経 巻 第 六 vol. 9. 184b

次 第如 法 説 月 四 月至 歳

とあ る。

e) 鈴木 大 拙博 士: 榜 伽経 索 引P. 184

倶、 共、hdus-pa

f) 梵 文 八 千 頬 般 若 釈 索 引 (真 野 龍 海 氏 編)、An Index to the Bodhicarya-

vatara paijika, chap IX (平 野 隆 氏 編) も と もに、bcas-pa と して い る。

e) の hdus-pa も bcas-pa も と もに、hbrel-ba 系 の 語 意 で あ る。

従 っ て、5そ の他 の項 で 見 た諸 訳 の語 意 は一 般 的 に使 用 例 の多 い 多 数 派 で あ

るが、 いみ じ く も、Jones がIMv. i. 115. noteで"at this particular

juncture"と 言 った よ うに、 こ こで は、 多 数 派 の 語 意 で は通 じな い。Jones

及 び 白石 先 生 の訳 語 を 参 照 させ て頂 い た。

お 詑 び

略 号 表 は次 号 に於 て掲 出 します。

 

『
マ

ハ
ー

バ

ス
ツ
』

「
燃

燈

仏
事

記
」

試

訳
 
(
一
)

-99-


